
比較的調査しやすい財産です。
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１．相続人が未成年の場合の遺産分割
今月号では、「相続人の中に未成年者がいる場合の遺

産分割」についてご説明します。
「事例」として、父が死亡し、その相続人は母と長男

（未成年）の２名とします。

２．未成年者の法律関係（親権）
令和４年４月１日より、成人となる年齢は１８歳とな

りましたので、「１８歳未満」の方が未成年です。

未成年者は一人で自由に契約をすることができません。
契約をするには、①親が子に代わって行うか、②親の同
意を得て子が行う必要があります。

このように、親が子に代わって契約をしたり、子が契
約をすることに同意する親の権利を、「親権」といいま
す。逆に、子は成人になることで、一人で契約ができる
ようになります。このことは、遺産分割の協議でも同様
です。

３．利益相反
親権者が未成年の子に代わって契約ができることは上

述のとおりですが、上記事例の場合、相続人兼親権者で
ある母が、相続人である長男に代わって遺産分割の協議
ができるとなると、母が親権者という立場を悪用し「母
が遺産全部を取得し、長男は一切取得しない。」という、

「親が得をして子が損をする」状態が、母一人の判断で
できてしまいます。

このように、親が親権者という立場で「親が得をして
子が損をする」状態になることを「利益相反」といいま
す。そして、「利益相反」の状態での契約については、
民法という法律で一定の制限がされています。

なお、「利益相反」に該当するか否かは、契約内容の
結果で判断するわけでなく、行為の外形上「親が得をし
て子が損をする」状態か否かで判断します。

ですので、上記事例の場合、母は長男の親権者という
立場で遺産分割の協議をするとはできません。

４．特別代理人の選任
「利益相反」の状態で契約をする場合、未成年の子の

ために「特別代理人」の選任を家庭裁判所に申立てる必
要があります。

特別代理人は、未成年の子のために、未成年の子に代
わり契約をする人です。

５．特別代理人の資格
特別代理人になるための資格は特別ありません。しか

し、誰でも良いわけではありません。未成年者の権利や
利益を守るとい視点が必要であり、一方当事者である親
権者の意向に流されてばかりではいけません。

なお、実際の事案では、亡くなった方のきょうだいや
親が特別代理人の候補者となることが多いです。

今回は、相続人の中に未成年者がいる場合は、遺産分
割の協議をするために「特別代理人」の選任が必要であ
ることをお伝えさせていただきました。
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司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
ＴＥＬ ０５６２－９１－４３５０ ✓相続・遺言の作成支援・成年後見等
豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「相続人が未成年の場合の遺産分割 ～特別代理人～」

皆さま、明けましておめでとうございます。本年もよ
ろしくお願い申し上げます。

昨年１１月頃からコロナ感染が増加しておりますが、
皆さまが今年１年、健康で楽しく生活できることを心よ
りご祈念致します。

さて、１月２１日（土）に第７回相続セミナー「笑顔
相続の作り方」の開催が決定しました。参加費無料・予

約不要ですので、是非ともご参加ください。
記

日 時：令和５年１月２１日（土）１４：００～
場 所：豊明市商工会館 １階ホール
セミナー：１４：００～１５：４０（先着１５名様）
相談会：１５：４５～１７：００（先着順）
講 師：棚瀬誠弁護士、加古渉税理士、吉川豊司法書

士の３名

「新年のご挨拶＆相続セミナー開催のお知らせ」ごあいさつ

（相続人）母 父（死亡）

長男（相続人）
（未成年）

（当事務所ＨＰ）


